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答

弁

第

一

号 
   

衆
議
院
議
員
長
谷
百
合
子
君
提
出
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 

内
閣
衆
質
一
二
四
第
一
号 

平
成
四
年
九
月
二
十
二
日 

衆

議

院

議

長 
櫻 

内 

義 

雄 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

宮 

澤 

喜 

一 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
長
谷
百
合
子
君
提
出
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の

1
及
び

2
に
つ
い
て 

平
成
四
年
秋
ご
ろ
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
我
が
国
に
返
還
さ
れ
る
予
定
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
輸
送(

以
下｢

本
件
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
」
と
い
う
。
）
に
は
、
日
本
か
ら
欧
州
へ
使
用
済
燃
料
を
安
全
に
運
搬
し
た
多
く
の
実
績
を
有

す
る
使
用
済
燃
料
専
用
運
搬
船
を
改
造
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
改
造
は
、
動
力
炉
・
核
燃
料 

開
発
事
業
団(

以
下｢

動
燃｣

と
い
う
。)
が
、
英
国
核
燃
料
会
社(

Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ)

に
依
頼
し
た
。 

一
の

3
に
つ
い
て 

本
件
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
使
用
す
る
輸
送
船
の
改
造
に
要
す
る
費
用
は
、
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計

法(

昭
和
四
十
九
年
法
律
第
八
十
号)

及
び
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
電
源
開
発
促
進
対
策
特
別
会
計
電
源
多
様
化

勘
定(

項)

電
源
多
様
化
対
策
費(

目)

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
出
資
金
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。 



一
の

7
に
つ
い
て 

一
の

6
の
①
か
ら
③
ま
で
に
つ
い
て 

一
の

5
に
つ
い
て 

一
の

4
に
つ
い
て 

本
件
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
関
す
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定(
昭
和
六
十
三
年
条
約
第
五
号)

第
十
一
条
に
基
づ
く
両
国
政
府
の
間
の

実
施
取
極
附
属
書
五
Ｂ(

以
下｢

附
属
書
五
Ｂ｣

と
い
う
。)

に
い
う
と
こ
ろ
の
荷
送
人
、
荷
受
人
及
び
運
送
人
に

は
、
動
燃
等
関
係
事
業
者
が
該
当
す
る
。 

本
件
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
使
用
す
る
輸
送
船
の
チ
ャ
ー
タ
ー
に
要
す
る
費
用
は
月
当
た
り
約
一
億
六
千
万

円
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
計
上
に
つ
い
て
は
一
の

3
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

本
件
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
使
用
す
る
輸
送
船
の
改
造
に
要
し
た
費
用
は
、
依
頼
先
に
支
払
っ
て
い
る
。 

四 

 



一
の

8
に
つ
い
て 

二
の

2
に
つ
い
て 

二
の

1
に
つ
い
て 

本
件
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
直
接
要
す
る
費
用
の
う
ち
附
属
書
五
Ｂ
に
い
う
と
こ
ろ
の
運
送
人
に
支
払
う
費

用
と
し
て
約
七
億
円
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
計
上
に
つ
い
て
は
一
の

3
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り 

 
 

で
あ
る
。 

外
国
船
舶
で
あ
っ
た
船
舶
に
つ
い
て
日
本
船
舶
と
し
て
日
本
で
初
め
て
所
有
権
の
登
記
を
申
請
す
る
場
合
、

日
本
国
籍
を
取
得
し
て
日
本
船
舶
と
な
っ
た
後
、
所
有
権
の
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
国
籍
の
移
転
は
、
所
有
権
保
存
の
登
記
の
受
付
よ
り
も
先
と
な
る
。 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
は
、
御
指
摘
の
輸
送
計
画
の
作
成
の
過
程
に
お
い
て
こ
れ
に
盛
り
込
ま
れ
る
予
定
の

内
容
を
承
知
し
て
い
る
。 

五 

 



三
の

2
に
つ
い
て 

三
の

1
に
つ
い
て 

二
の

3
に
つ
い
て 

平
成
二
年
十
一
月
二
十
八
日
付
け
の
核
燃
料
物
質
等
の
工
場
又
は
事
業
所
の
外
に
お
け
る
運
搬
に
関
す
る
規

則(

昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
七
号)

等
の
改
正
に
よ
り
、
核
燃
料
輸
送
物
の
設
計
の
承
認
を
受
け
る
た

め
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
準
に
つ
い
て
、
核
分
裂
性
輸
送
物
に
係
る
一
般
の
試
験
条
件
及
び
特
別
の

試
験
条
件
に
お
い
て
置
く
こ
と
と
さ
れ
る
条
件
の
順
序
等
が
変
更
さ
れ
た
。 

附
属
書
五
Ｂ
に
お
け
る
輸
送
と
は
、
英
国
又
は
フ
ラ
ン
ス
の
港
か
ら
日
本
国
の
港
ま
で
の
核
物
質
の
輸
送
で

あ
る
。 

輸
送
容
器
は
御
指
摘
の
昭
和
五
十
九
年
の
輸
送
時
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
基
本
的
に
同
一
の
も
の
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
輸
送
計
画
は
、
個
々
の
船
積
み
の
前
に
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

六 

 



三
の

7
の
①
に
つ
い
て 

三
の

6
に
つ
い
て 

三
の

5
に
つ
い
て 

三
の

3
及
び

4
に
つ
い
て 

本
件
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
使
用
す
る
予
定
の
輸
送
容
器
に
は
、
平
成
三
年
十
一
月
五
日
以
前
に
製
作
さ 

れ
、
容
器
承
認
さ
れ
た
も
の
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

本
件
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
使
用
す
る
容
器
の
個
数
に
つ
い
て
は
、
核
物
質
防
護
の
観
点
か
ら
お
答
え
を
差

し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

御
指
摘
の
核
燃
料
輸
送
物
設
計
変
更
承
認
申
請
書
に
は
、
三
の

2
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
改
正
に
伴
う 

臨
界
解
析
の
見
直
し
の
結
果
等
が
記
載
さ
れ
、
当
該
見
直
し
等
に
係
る
書
類
が
添
付
さ
れ
た
。 

御
指
摘
の
実
証
試
験
の
委
託
契
約
日
は
平
成
三
年
十
二
月
十
二
日
で
あ
り
、
本
件
実
証
試
験
は
平
成
四
年
二 

七 

 



三
の

7
の
⑤
に
つ
い
て 

三
の

7
の
④
に
つ
い
て 

三
の

7
の
③
に
つ
い
て 

三
の

7
の
②
に
つ
い
て 

月
二
十
一
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
に
か
け
て
実
施
し
た
。 

同
装
置
に
よ
り
、
静
圧
加
圧
で
最
大
千
五
百
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
加
圧
で
き 

る
。 本

実
証
試
験
に
は
、
本
件
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
実
際
使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
同
じ
仕
様
に
従
っ
て

製
作
さ
れ
た
容
器
が
使
用
さ
れ
た
。 

海
洋
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
の
高
圧
実
験
水
槽
装
置
の
水
槽
本
体
の
有
効
寸
法
は
、
内
径
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
容
積
は
約
五
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

八 

 



三
の

7
の
⑨
に
つ
い
て 

三
の

7
の
⑧
に
つ
い
て 

三
の

7
の
⑦
に
つ
い
て 

三
の

7
の
⑥
に
つ
い
て 

圧
力
に
よ
り
ひ
ず
み
が
進
行
し
な
い
こ
と
及
び
耐
食
性
に
優
れ
た
材
料
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
容
器
が

水
深
一
万
メ
ー
ト
ル
程
度
の
海
水
中
に
置
か
れ
た
場
合
、
容
器
の
密
封
性
能
は
相
当
長
い
年
月
に
わ
た
り
確
保

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

本
実
証
試
験
に
お
い
て
模
擬
し
た
水
深
一
万
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
圧
力
は
、
九
百
九
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎

平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
千
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
で
あ
る
。 

水
深
一
万
メ
ー
ト
ル
相
当
の
圧
力
を
維
持
し
た
時
間
が
、
二
十
分
間
で
あ
る
。 

二
十
分
間
の
圧
力
維
持
に
よ
り
容
器
の
ひ
ず
み
の
進
行
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

九 

 



四
の

1
に
つ
い
て 

三
の

8
に
つ
い
て 

三
の

7
の
⑪
に
つ
い
て 

三
の

7
の
⑩
に
つ
い
て 

本
実
証
試
験
は
、
具
体
的
な
事
象
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
念
の
た
め
に
容
器
の
耐
圧
性
に
関
す
る
実

証
を
し
た
も
の
で
あ
る
。 

本
実
証
試
験
は
、
念
の
た
め
に
容
器
の
耐
圧
性
に
関
す
る
実
証
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
水
深
一

万
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
圧
力
下
に
お
い
て
も
容
器
の
密
封
性
能
は
健
全
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

動
燃
は
、
容
器
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
海
底
に
沈
ん
だ
場
合
、
可
能
な
限
り
こ
れ
を
引
き
上
げ
る
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

三
の

7
の
⑨
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。 

一
〇 

 



四
の

3
の
①
に
つ
い
て 

四
の

2
に
つ
い
て 

国
際
私
法
の
原
則
に
従
っ
て
日
本
法
が
準
拠
法
と
な
る
場
合
に
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律 

が
、
損
害
賠
償
責
任
の
確
定
に
つ
き
適
用
さ
れ
、
動
燃
が
一
元
的
に
賠
償
責
任
を
負
う
。
そ
の
他
の
場
合
に 

は
、
国
際
私
法
の
原
則
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
準
拠
法
体
系
に
よ
り
損
害
賠
償
責
任
者
が
決
定
さ
れ
る
。 

昭
和
五
十
九
年
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
に
お
い
て
原
子
力
損
害
が
発
生
し
て
い
た
と
す
る
と
、
国
際
私
法
の

原
則
に
従
っ
て
日
本
法
が
準
拠
法
と
な
る
場
合
に
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年

法
律
第
百
四
十
七
号
）
が
、
損
害
賠
償
責
任
の
確
定
に
つ
き
適
用
さ
れ
、
動
燃
が
一
元
的
に
賠
償
責
任
を
負
っ

た
。
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
国
際
私
法
の
原
則
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
準
拠
法
体
系
に
よ
り
損
害
賠
償
責
任
者

が
決
定
さ
れ
た
。 

動
燃
が
、
保
険
会
社
と｢

原
子
力
輸
送
賠
償
責
任
保
険｣
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。 一

一 

 



四
の

4
に
つ
い
て 

四
の

3
の
④
に
つ
い
て 

四
の

3
の
③
に
つ
い
て 

四
の

3
の
②
に
つ
い
て 

国
際
私
法
の
原
則
に
従
っ
て
日
本
法
が
準
拠
法
と
な
る
場
合
に
は
、
我
が
国
の
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す

る
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。 

準
拠
法
体
系
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
損
害
賠
償
責
任
者
が
民
事
法
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
一
元
的
に
負
う
限
り

に
お
い
て
、
国
家
間
の
問
題
は
生
じ
な
い
。 

動
燃
が
現
在
締
結
し
よ
う
と
し
て
い
る
保
険
契
約
で
は
、
支
払
わ
れ
る
保
険
金
の
上
限
は
六
十
億
円
で
あ 

る
。 動

燃
が
民
事
法
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
一
元
的
に
負
う
限
り
に
お
い
て
、
国
家
間
の
問
題
は
生
じ
な
い
。 

一
二 

 



五
の

1
か
ら

9
ま
で
に
つ
い
て 

六
の

3
に
つ
い
て 

六
の

1
及
び

2
に
つ
い
て 

平
成
四
年
四
月
十
八
日
付
け
文
書｢
核
物
質
の
輸
送
に
係
る
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て｣

は
、
核
物
質
防
護
関

係
省
庁
連
絡
協
議
会
に
お
け
る
合
意
を
受
け
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
協
議
会
に
お
け
る
合
意
事
項
に
つ

い
て
は
、
関
係
省
庁
の
所
掌
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
法
令
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

海
上
保
安
庁
は
、
巡
視
船
艇
等
に
お
け
る
十
分
な
業
務
経
験
を
有
す
る
全
国
の
海
上
保
安
官
の
中
か
ら
選
抜

し
た
者
に
対
し
、
護
衛
船
の
運
航
訓
練
、
装
備
・
資
器
材
の
操
法
訓
練
等
護
衛
に
必
要
な
各
種
訓
練
を
十
分
に

実
施
し
、
護
衛
に
万
全
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
訓
練
の
内
容
、
期
間
等
に
つ
い
て
は
、

護
衛
業
務
の
性
質
に
か
ん
が
み
、
お
答
え
を
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

在
外
公
館
を
通
じ
て
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
法
令
に
基
づ
き
輸
送 

一
三 

 



七
の

1
の
④
及
び
⑤
に
つ
い
て 

七
の

1
の
③
に
つ
い
て 

七
の

1
の
②
に
つ
い
て 

七
の

1
の
①
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
答
弁
に
お
け
る
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
と
は
、
核
分
裂
性
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
で

あ
る
。 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
売
買
取
引
に
お
け
る
動
燃
と
電
気
事
業
者
と
の
交
渉
に
よ
り
、
平
成
三
年
に
は
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
た
り
約
百
二
十
万
円
に
な
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
購
入
価
格
は
動
燃
と
電
気
事
業
者
と
の
交
渉
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い 

る
。 情

報
は
開
示
さ
れ
て
い
な
い
と
の
回
答
を
得
た
も
の
で
あ
る
。 

一
四 

 



七
の

2
の
②
に
つ
い
て 

七
の

2
の
①
及
び
③
に
つ
い
て 

七
の

1
の
⑥
に
つ
い
て 

御
質
問
の
動
燃
東
海
事
業
所
再
処
理
工
場
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
に
要
し
た
費
用
と
し
て
、
平
成

二
年
度
の
損
益
計
算
書
上
の
項
目
の
う
ち
、
再
処
理
運
転
費
等
か
ら
な
る
再
処
理
費
約
百
八
十
億
円
を
と
る
と

す
れ
ば
、
こ
れ
を
同
年
度
の
再
処
理
量
約
九
十
ト
ン
で
除
し
た
ト
ン
当
た
り
の
費
用
は
約
二
億
円
と
計
算
さ
れ

る
。 昭

和
五
十
九
年
に
動
燃
が
関
西
電
力
株
式
会
社
か
ら
購
入
し
た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
返
還
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
価

格
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
七
の

1
の
②
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

動
燃
東
海
事
業
所
再
処
理
工
場
に
お
け
る
再
処
理
料
金
に
つ
い
て
は
、
再
処
理
工
場
の
建
設
・
運
転
に
要
す 

平
成
四
年
秋
ご
ろ
に
返
還
さ
れ
る
予
定
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
売
買
価
格
は
確
定
し
て
い
な
い
。 

一
五 

 



 

一
六 

る
原
価
を
回
収
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
電
気
事
業
者
と
動
燃
の
間
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。 

七
の

2
の
④
に
つ
い
て 

損
益
計
算
書
に
お
け
る
再
処
理
費
の
年
度
ご
と
の
増
減
は
年
度
ご
と
の
再
処
理
量
の
増
減
の
み
で
決
ま
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。 

七
の

2
の
⑤
に
つ
い
て 

再
処
理
事
業
収
入
は
、
再
処
理
収
入
の
ほ
か
受
託
業
務
収
入
等
で
あ
る
。 




